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加茂郡東白川村の人口は約 2100 人、高齢化率は

44％を占め、当診療所通院中のインスリン自己注

射を行っている患者も高齢になってきています。 

 患者が独居、高齢者世帯になる中で、当診療所

では長年手技の確認を行っていませんでした。長

期間インスリン自己注射を行ってきた患者が、イ

ンスリンを正確に安全に注射できているのか、手

技の確認を行う必要がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的は、インスリン自己注射の手技が正しく行え

ているか確認することです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象は、外来通院中の自己注射を行っている患者

10名。男性 2名、女性 8名、年齢は 67歳～93歳。

平均年齢は 75.5歳でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



方法は診察までの待ち時間を利用して個室で面談

を行いました。 

そして、練習用の器具を使って注射の一連の手技

を普段通りに行ってもらいました。 

看護師は、メーカー発行の教育パンフレットにあ

るチェックリストを用いて 18項目を 

評価し、1 回目に出来なかった箇所は指導して、

次回受診で再評価しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果です。年齢からみたエラーの数を表にしまし

た。 

年齢を問わず、全員になんらかのエラーがあった

ことが分かります。 

そして、指導後の再評価でエラーが続いたのは、

75歳、83歳、93歳の患者でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次にチェックリスト 18項目の結果です。まず、そ

もそも①「自分のインスリンの種類が分かってい

ない」が 9名でした。次に、注射を打つ前の準備

段階である③ゴム栓を消毒していない」が 5名、 

次に、準備段階である空打ちの⑥「単位を 2単位

に設定していない」が 4名、⑦「針先を上に向け

気泡を上に集めていない」が 7名、⑧「気泡抜き

の空打ちができていない」が 6名でした。 

そして実際、針を刺してインスリンを注入する段

階では⑮「注入ボタンを押したままゆっくり 6 秒

以上数えていない」が 2名、最後片付け段階にお

いては⑯「針ケースをつけていない」が 1名でし

た。 

1 回目に出来なかった箇所を指導して、次の受診

で再評価したところ、空打ちの段階である⑥「単

位を 2単位に設定していない」が 2名、⑦「針先

を上に向け気泡を上に集めていない」が 2名、注

射の段階である⑮「注入ボタンを押したままゆっ

くり 6秒以上数えていない」が 1名、片付け段階

である⑯「針ケースをつけていない」が 1名とい

う結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、チェックリストにはない項目外のエラー

として分かったことは、93歳女性は、混濁させて

効果が得られるインスリンを混ぜていませんでし

た。これは、方法を知らなかったからだと分かり

ました。また、83歳女性は、指示された単位を自

己判断で 2単位減量して注射していました。これ

は、主治医に報告した以上に食べられない日が続

いたため、食事量に応じて自己調節していたとい

うことでした。 

この患者２名はどちらも要支援２、独居の方で、

手技に関してはその後もエラ―が続き、 

指導と確認の頻度を増やして対応しています。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察にうつります。チェックリスト以外のエラー

に気付けたことも含め、一連の手技確認を行った

ことに意義がありました。 

高齢になるほど手技は粗雑になり再エラ―も多く、

今後も継続した指導が必要と考えます。 

また、自己注射器具は進歩しています。教育する

看護師も昔の記憶にとらわれず、患者各々の器具

について学び直すことは必要不可欠だと分かりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結論 

・長期間インスリン自己注射を行う患者には定期

的な手技確認が必要である 

・高齢になるほど、頻度を増やして手技確認を行

う必要がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 


